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【緒言】
平成 12年頃から，生鮮食品の生食を共通とし，食
後数時間程度で一過性の下痢や嘔吐を呈して軽症で終
わる原因不明有症事例が全国的に増加している。この
うち，ヒラメの生食を起因とする有症事例について
は，ヒラメに寄生するクドア属粘液胞子虫の一種であ
る Kudoa septempunctataにより引き起こされているこ
とが解明され，平成 23年に食中毒病因物質として新
たに追加された。しかし，静岡県では，厚生労働省の
示す原因不明有症事例に類似するものの，ヒラメの提
供はなく，スズキが推定原因食品となった事例を経験
したので，検査を実施した事例について報告する。
【事例の概要と検査結果】
〈事例 1〉平成 23年 5月に発生した事例で，通常の
食中毒検査では，既知の病因物質は検出されなかっ
た。喫食食品の中に，生のスズキが含まれていたた
め，残品を検査したところ，筋肉内に数ミリ程度の大
きさの白色塊が確認され，顕微鏡観察でクドア胞子が
検出された。しかし，形態学的に K. septempunctataで
はなく，別種のクドア（4極嚢）であった。筋肉部か
ら DNAを抽出し，クドア 18S rDNA遺伝子の検出お
よびシークエンス解析を行った結果，K. iwataiの配列
と一致した。
〈事例 2，3〉平成 24年 9月と 10月に，同一飲食店
で連続して発生した。いずれもスズキの刺身の提供が
あったが，残品は確保できなかった。患者と調理従事
者の糞便検査では，既知の病因物質は検出されなかっ
た。糞便検体から DNAを抽出し，事例 1と同様の遺
伝子検査を実施した結果，K. iwataiが検出された。
【市販魚等の調査】
上記の事例を機に，静岡県内を流通している市販
魚から検出されるクドア属粘液胞子虫の調査を実施
した。スズキ，キチヌ，クロダイ等 7魚種 36検体を
対象に，肉眼・顕微鏡観察と遺伝子検査を実施した
結果，スズキ 6検体およびキチヌ 2検体から K. iwatai
を検出した。
【まとめ】
下痢症の発生とスズキ残品や糞便からの K. iwatai
検出に何らかの関連があるのではという推測はありな
がらも，K. iwataiのヒトへの病原性は明らかになって
いないため，衛生指導や予防のための対応に苦慮して
いる状況である。今後，魚類の生食による食中毒疑い
事例においては，複数種のクドアを念頭に入れた検査
体制の確立とともに，類似症例の収集やクドアのさら
なる病原性の検証が必要であると思われる。
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